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空中磁気探査の最前線

一島分解能空中磁気探査一

大熊茂雄山牧野雅彦山森尻理恵1)･中塚正1)

コ｡はじめに

空中磁気探査とは,航空機に搭載した磁力計に

より空中において地磁気(主にその強さ)を測定

し,そのデｰタから地下構造を推定する物理探査

法である.空中磁気探査は,他の物理探査法と同

様に,従来は燃料･鉱物資源や地熱等の資源探査

に関わる直接および間接探査として用いられてき

たが,最近では探査技術の進歩や社会環境の変化

により,｢高分解能空中磁気探査｣として地下構造

調査一般に活躍の場を広げている.特に,地震･

火山活動の活発な我が国や米国西海岸地方では

それら災害の軽減のための伏在断層の調査や,火

山の内部構造調査等に用いられ成果を上げ始めて

いる.本論では,内外の話題を含めて空中磁気探

査の最前線をお知らせしたい.

が写しこめるカメラによる地表の連続撮影が行わ

れ,位置標定は後処理された.1970年代になって

電子技術の発展により電波航法装置が実用化さ

れ,これが位置標定装置として利用されるようにな

った.電波航法装置もドップラｰレｰダｰ,ロラン双

歯線航法,Decca,ロラン円航法等が次々開発さ

れていったが,位置標定精度は原理的に数100メ

ｰトル程度であった.このような状態が1980年代

後半まで続いたが,1990年代に入り再び長足の進

歩を見せた.すなわち,GPS(GlobalPositioning

System)の実用化によるデファレンシャルGPSによ

地磁気異常

GPS衛星回抽

2｡高分解能空中磁気探査

｢高分解能(高密度)空中磁気探査｣(第1図)と

は,従来に比べ格段に高密度に測点･側線を配置

しかつ高精度に地磁気を測定する磁気探査のハｰ

ドウェアおよびソフトウェア技術の総称である.｢従

来｣とは常に変化しうるが,ここではロランC等の電

波航法による位置標定に対応した磁気探査を指す

ことにする.空中磁気探査の歴史はハｰドウェアお

よびソフトウェア双方の発展の歴史であるが,換言

すれば位置標定技術の発展の歴史でもある.重力

探査等の地上探査においてはその意義は別として

物理的に可能な程度まで高密度の調査が行える

が,航空機等の飛行体による空中探査ではそうは

いかない.空中磁気探査の最も初期の段階では航

空写真が位置標定に使われた.すなわち日付時刻

メ
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第1図

高分解能空中磁気探査の概念図.GPSによる

位置標定技術に支援され,低高度･高密度の

空中磁気探査が可能となった.探査機には磁

力計が搭載され,空中において地磁気(地球磁

場)の主に強さ(全磁力)が測定される.高分解

能空中磁気探査は日本では伏在活断層の調査

や,火山の内部構造調査等に利用される.海外

では,燃料･鉱物資源探査等にも利用されてい

る.

1)地質調査所地殻物理部

キｰワｰド:磁気探査,高分解能
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り測位精度が原理的に数m程度と格段に向上し,

高分解能調査が現実のものとなったのである.磁

気の測定そのものの精度は,15年ほど前から光ポ

ンピング型磁力計により0.01nT程度あったが,これ

に見合った航空機の汎用測位システムはごく最近

まで存在しなかったのである.

3.回本における技術動画u

3.r地質調査所における過去の高分解能空中磁

気探査関連研究

我が国における空中磁気探査に係わる調査およ

び研究は地質調査所,海上保安庁水路部,国土地

理院,金属鉱業事業団,大学および一部民間企業

等によって行われてきたが,ここでは地質調査所で

の過去数力年の高分解能空中磁気探査問違研究

を紹介する.

地質調査所では,工業技術院特別研究｢精密地

下構造評価のための高密度空中磁気探査技術の

研究(平成2-6年)｣により｢高分解能空中磁気探

査｣の実用化をにらんだ研究を実施した.本研究

は,従来の空中磁気探査技術をさらに向上させ微

細構造の解明に適合する高密度測定システムの開

発を進めるとともに,それに対応するデｰタ処理･

解析の技術を確立することにより,資源評価をはじ

め国土の開発利用･保全防災等各種の二一ズに対

応した地下構造の精密な評価を可能ならしめるこ

とを目標としていた.本研究においては,秋田県曲

利原地域(グリｰンタフ地域)･静岡県丹那断層地

域(断裂系構造地域)･浅聞火山地域(活火山地域)

における高密度空中磁気探査を実施するとともに,

他のプロジェクトでデｰタが取得された伊豆･雲

仙･西表等あ空中磁気デｰタについても地下構造

解析を進めた.それらの成果のうち,主要なものに

ついて以下に記す.

秋田県由利原地域:グリｰンタフ地域

GPSの実用化前の1990年にはマイクロ波測距装

置(MRS:MicrowaveRangingSystem)により,

従来のロラン航法(実用位置精度:約200～300m)

に比べ位置精度が一桁高い調査を秋田県由利原

台地およびその周辺で行った(森尻ほか,1992;写

真1).この調査により鳥海火山に起源を持つ｢象

潟岩屑なだれ堆積物｣の分布に対応した高磁気異

写真1秋田県由利原地域の高分解能空中磁気探査で

使用したMRS地上局.日住山南斜面に設置し

たMRS地上局.2個設置した地上局の一つ.探

査機の飛行方向に障害物がない地点を探すの

は難しい.

常が予想外にも観測され,当該の岩屑なだれ堆積

物の流動メカニズムについて興味ある情報を提供

した(口絵7).また,これらの浅部構造による磁気

異常をモデリングにより除去し残差磁気異常を解

析することにより,当該地域の深部に伏在し油･ガ

ス鉱床を胚胎する新第三紀青沢層の起伏構造を

明らかにした(0kumaetal.,1995;第2図).

静岡県丹那断層地域:断裂系構造地域

丹那断層地域では,磁気異常が地形起伏の影響

を大きく受けるとともに断層構造そのものも地形に

現れており,地形自体の影響と断層構造の影響と

を分離することに困難があったが,精密地形補正

に加えて開発したノルム最小化技法に基づく磁化

強度マッピングの解析により,左横ずれ断層の応力

場に対応した断層破砕帯の発達域を解明した

(Nakatsuka,1995;第3図).

浅間火山地域1活火山地域

浅間火山地域(口絵1)では,時代を異にする火

山活動の変遷を経ているが,ヘリボｰン探査(口絵

2および3)による精密磁気異常分布はその状況を

よく反映しており,山体を構成する各活動ユニット

に対応した溶岩との対比が可能であること,また,よ

り新しい噴火活動によって覆われた溶岩流の分布

範囲等が解析可能であることが明らかになった(牧

野ほか,1993;口絵4).また,雲仙地域では,地形

効果の適切な補正と磁化強度の正確な見積もりに

基づいて,山体構造における火山噴出物の堆積し
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第2図秋田県由利原地域の磁気基盤断面図(東西)(Okumaetal.,1995).A1:象潟背斜,A2:仁賀保背斜,A3:

由利原背斜,A4:矢島複背斜,S1:白雪川向斜,S2:西目向斜,S3:新荘向斜,N.H.:仁賀保丘陵,K,R.:

子吉川.影を付けた部分が磁気基盤を表す.解析に用いた極磁力異常(観測および計算値)のプロファイルも

併せて表示してある.破線は青沢層の推定上限および下限深度(大沢ほか,1988)を示す.
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高分解能空中磁気異常図見掛け磁化強度分布図

第3図静岡県丹那断層地域における高分解能空中磁気異常図と見掛け磁化強度分布図(Nakatsuka,1995).高分

解能空中磁気異常図でのコンタｰ間隔は20nT.見掛け磁化強度分布図でのコンタｰ間隔は1A/㎜.太い実線'

は断層を示す.十および一記号は,それぞれ正および負の磁化強度を示す.丹那断層(見掛け磁化強度分布

図中央)に沿って正負の磁化強度が4象限型の分布を示す.
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第4図雲仙火山付近の火山岩体の底部深度解析図(上)と同南北断面図く下)(Nakatsuka,･1994).深度解析図にお

いてコンタｰ間隔は50mで,海面よりの深度を表す.現在の地球磁場方向に一様磁化(平均磁化強度:

2.9A/m)を仮定して解析を行った.南北断面図の斜線の範囲は,磁化の強いより浅部の構造と等価な構造と

も考えられる.特にA-A'断面の斜線の範囲は,地表兆候が認められないことから,伏在する火山体に対応

する可能性が示唆される.

た基底面の深度変化を明らかにして既知の地質構

造と対比して解釈し,未知の主要な火山体の伏在

を推定した(Nakatsuka,1994;第4図).

3.2有馬･高槻･六甲活断層地域における高分

解能空中磁気探査

我が国は従来より近年の兵庫県南部地震や雲仙

火山の噴火等に代表される地震･火山災害により

甚大な被害を被っている.このような地震･火山災

害の軽減のためには,地震や噴火活動のモニタリ

ングとともに,伏在断層や火山の内部構造の把握

が重要となる.地質調査所は平成7年度の補正予

算で有馬･高槻･六甲活断層地域において｢高分

解能空中磁気探査｣を実施する機会を得た.当該

地域では弱磁性(磁化率<10-3SI)の六甲花商岩類

を基盤としてこれを非磁性の大阪層群(更新統)や

沖積層が厚く覆っているため,磁気探査の適地で

はないが,我が国初の都市部での高分解能空中磁

気探査ということで大きな意義があった.探査地

域の一部では特別な事情により日の出から早朝

7時までの飛行が余儀なくされたため,探査飛行は

24時間開港している関西新空港を基地として行わ

れた(写真2).地上地磁気日変化観測定点は最寄

りの淡路島に置かれた.探査飛行は,･飛行高度

300m(対地高度),側線間隔300mで行われた(写

真3).主測線方向は,通常主な地質構造の方向と

直交する方向が望ましいが,今回は飛行の安全を

確保するため採用できず,北東一南西方向(阪神･

1997年4月号�
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写真2有馬･高槻･六甲空中磁気探査に用いたセスナ

404型機(中日本航空(株)所有).午前7時まで

に探査飛行を終える必要があったため,クルｰ

は早朝2時に起床し,4時には関西新空港のエ

プロンで機体および機材の調整を行った.

写真3探査機から見た神戸市.調査は日の出前後の限

られた時間内に行われた.下に見えるのはポｰ

トアイランド.仮設住宅が痛々しい.

神戸地域)および南北方向(京都地域)となった.

探査結果(口絵8)は,主に都市の周辺部において

地質･地下構造に対応すると考えられる磁気異常

が観測されたが,都市部において予想以上に人工

雑音が大きいことが分かった(中塚ほか,1996).特

に,･電車の送電ルｰフに対応した環状に配列した

磁気異常群が特徴的であり,モデル計算によると

環電流による磁気異常と良い一致をみせることが

分かった(中塚ぼか,1997).この調査から得られ

た都市部での高分解能空中磁気探査の指針として

以下のものが上げられる.

(1)飛行の安全を確保する意味から,大都市部中

央での探査飛行は事実上難しい.

(2)電車の漏洩電流に起因する人工雑音をできる

だけ避けて調査する.

(3)主な地質･地下構造の方向と直交する方向に

探査測線を配置する.

(4)磁気異常に影響を与える人工構造物等のデｰ

タベｰスを作成することにより磁気異常との対応が

付けやすくなる.

一･(5)一人ま雑音を除去するフィルタｰ等を開発する

必要がある､

(4)および(5)については,米国では既に関連す

る研究が行われており,これについては4.てで触れ

る.

4.海外における技術動向

4.てアメリカ合衆国一

米国では,第2次世界大戦中に潜水艦探知を目

的として開発された磁力計を,戦後いち早く民生

化し空中磁気探査への利用を図った.初期の段階

では炭化水素資源の調査の目的で利用され(Ha-

na,1990),また鉱物資源調査に太いに利用され,

その調査範囲は米国本土をほぼカバｰするに至り

地磁気異常(以後磁気異常)デｰタベｰス(DNAG

デｰタ;DecadeofNorthAmericanGeolo馴)も構

築されている(CommitteefortheMagnetic

Anoma1yMapofNorthAmerica,1987).しかしな

がら,側線間隔に代表される探査仕様は様々であ

りまた探査年度もまちまちなことから,デｰタの利

用に当たって重要な問題を含んでいることが明ら

かとなった(Grauch,1993;第5図).すなわち,晶

質が異なるデｰタ(多くの場合は各磁気図に対応

するグリッドデｰタ)を単に接続し図面上連続して

いるように編集していることが多いため,接続の境

界付近で実際の値と異なることが,実測により確

認されている(Grauch,1993).また,共通の高度

への引き直しも行われておらず本来客観性のある

デｰタがその性質を失っており,磁気異常デｰタを

地下構造解析に利用する場合問題となる.このよ

うな状況を改善し将来北米大陸全体の新磁気異常

デｰタベｰスを構築するため,NRC(National

ResearchComcil)の助言のもとに米国地質調査

所,大学および民間企業等の磁気探査専門家から

なるU.S.Magnetic-AnomalyDataTaskGro叩

地質ニュｰス512号�
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第5図米国における空中磁気探査の実施範囲(U.S.Magneせ｡Anoma1yDataTaskGroup,1994).様々な飛行高度で

探査が行われていることが分かる.また,側線間隔が1.6km以下の地域(黒で塗りつぶされた範囲)が広大な

国土の割に多いことに注意.

が組織され提言を行っている.この提言は,米国

のみではなく我が国にも当てはまるものと考えられ

るので以下に紹介する.

提言て1現在の米国における磁気異常デｰタベｰ

スを各探査デｰタを同一基準の精度で再処理･再

編集する.

提言2:この再処理は,共通のグリッド間隔や作成

面高度等のパラメｰタにより処理された探査デｰタ

に基づいて米国に適した磁気異常グリッドを設定

することにより達成される.また,民間企業にも協

力を求めより多くのデｰタを集約する.

提言31北米大陸全体の磁気異常デｰタベｰスを

改善するため近隣諸国と協力する.

提言41既存および新規の探査デｰタを編集する

ため高々度(30km)の磁気探査を側線間隔30km

で行う.

提言51連邦政府は州政府,民間企業,大学の協

力により既存の広域的な磁気異常デｰタベｰスを

更新するため,低高度の空中磁気探査計画を実施

する.経済的な観点から他の地球物理学的デｰタ

(地磁気ベクトル,磁気傾度,放射能および電磁デ

ｰタ)を同時測定する.連邦および州政府と民間

企業からの出資によりNRCが投資効果の見積もり

を行い,最適な探査仕様を決定する.

提言61連邦および州政府と民間企業の援助のも

とにNRCが諮問機関を設置する.

この諮問機関は

(1)デｰタおよび処理仕様を発表する.

(2)参加する民間企業は所有する.デｰタを公開す

る.'

(3)来るべき北米大陸の新磁気異常デｰタベｰス

の編集に際し,米国を代表する.

(4)デｰタの処理およびデｰタベｰスの配布を監

督する.

(5)高々度広域空中磁気探査を計画し実施する.

(6)最適な探査基準に基づいた低高度磁気探査計

画を支援する.

(7)低高度磁気探査計画を監督する.
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第6図米国における高分解能空中磁気探査の実例(U.S.Magnet1cAnomalyDataTaskGroup,1994).既存の概査に

基づく広域磁気異常図(左上)と高分解能空中磁気異常図(右下).白黒写真では分かりづらいが,高分解能空

中磁気異常図(右下)では北西一南東方向に明瞭な磁気異常のギャップが見られる.

提言6-5)に関しては,早速航空機による合成開

口レｰダ画像調査に併せて探査が開始されている

(Hildenbrandetal.,1996)1一

最近日本でも広域磁気異常図が編集されており

(例:牧野はカ㍉1992;GSJandCCOP,1995),

ほとんどのものは米国の磁気異常デｰタベｰスと

同様の問題を抱えているが,利用者に周知されて

いるとは思免す,危倶を感じている.我が国にお

いても同様の対応が早急に求められている.

米国西海津地方はフレｰトの収束域に面してい

るといった日本の地質構造と類似性があり,地震活

動および火山噴火により甚大な被害を被ってい

る.このような地域では地震･火山災害の軽減の

ために,伏在断層や火山の内部構造の調査を目的

とした高分解能空中磁気探査が行われている.米

国地質調査所は,ワシントン州ポｰトランド市の市

街地で伏在断層の調査を目的とした高分解能空中

磁気探査を実施し,伏在断層の発見に成功してい

る(第6図).また,火山災害評価のためワシントン

州レイニヤ火山でヘリコプタｰを用いた空中磁気･

電磁法探査が実施されている(Finn,私信).さら

に,世界でも有数の地熱活動で知られるイエ回一

ストｰン国立公園でも全域にわたる高分解能空中

磁気探査(飛行高度:300m,側線間隔:400m)が

計画されている(Fim,私信).

地質ニュｰス512号�



空中磁気探査の最前線一高分解能空中磁気探査一

一47一

米国は燃料･鉱物資源にも恵まれているため,

石油調査を目的とした市街地での高分解能空中磁

気探査も実施されている.測定されたデｰタには

様々な人工雑音が含まれるが,原因と考えられる

構造物等のデｰタベｰスを作成し,雑音源による

理論計算異常と観測異常との相互相関係数値に

よって信号を判別する雑音除去フィルタｰが開発

されている(Wi1soOeta1.,1997).

米国においては,核廃棄物を廃棄貯蔵する候補

地の選定,廃棄された場所の調査および産業廃棄

物の漏出のモニタリング等の,いわゆるEnviron-

m㎝ta1Geophysics(環境物理探査学)と呼ばれる

分野が盛んになりつつある.特に地中に投棄され

た核廃棄物の多くはドラム缶等の金属製の容器に

入れられているため,高分解能空中磁気探査は非

常に有効な調査手法である.

1.炉'昼､り''

｡o夢辛

り鮒簸

4.2才一ストラリア

現在,おそらく世界で最も精力的に空中磁気探

査を行っているのはオｰストラリアであろう.オｰ

ストラリアは先進工業国の仲間入りを果たそうと脱

鉱業･農業化を図ろうとしているが,鉱業が依然同

国の重要な基幹産業であることに変わり･はない.

国土が広大な同国では金属および炭化水素鉱床を

発見するために物理探査が普遍酬こ重要な役割を

果たしているが,そのなかでも航空機を使用した空

中磁気探査は最も頻繁に利用されている.同国で

は地表表層がレゴリス(Rego1ith)と呼ばれる風化

帯(厚さ50一致100m)によって覆われている地域

が多く,最近では潜頭節床が探査の主要タｰゲット

になっている.通常鉱床探査に最も用いられる電

気･電磁探査等は,レゴリスが低比抵抗であるため

坑井を利用したボアホｰルEM法寺除いてその適

灘一難

〕｣繍

･､議､=

灘

鰯､=

緊一

錘㎞

醐榊舳榊㌻二

第7図オｰストラリアの空中磁気異常図(AustralianGeo1ogica1SumyOrganization,1993).ほぼ陸域をカバｰし

ているが,デｰタの晶質が異なる部分があることが図面からも明瞭に読み取れる.すなわち,側線間隔が粗い

場合あるいは飛行高度が高い場合には,図面上磁気異常がなまった分布をみせる.
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用が難しい.一方,空中磁気探査は同国が比較的

地形が平坦であり,探査コストが相対的に安く短時

間に広い範囲を調査できる特徴を有しているため

打ってづけである.同国では,従来の広域的な鉱

物資源ポテンシャル評価ための調査には,側線間

隔:1,500mの概査が行われておりほぼ国土全体を

カバｰしている(Horsfa11.1995;第7図).これに

加え最近では,GPSによる高精度位置標定技術に

より可能となった｢高分解能空中磁気探査｣による

精査(側線間隔:200～400m)が行われており,政

府だけではなく民間企業による探査も連邦および

州政府の援助を受け積極的に行われている.これ

らのデｰタは最終的には達邦政府に集約されデｰ

タベｰスとして公開され有料で販売されている.

4-3カナダ

カナダはオｰストラリアと比肩する世界で最も空

中磁気探査が盛んなの国の一つである.カナダで

は資源関連産業がGDPの10%,そして鉱石と鉱物

製品が全輸出額の約20%を占めている.カナダ地

質調査所(GSC:GeologicalSurveyofCanada)

は1841年に創立され1992年に創立150周年を迎

えた同国での鉱物資源探査の中心機関であり,同

所独自にあるいは大学･民間企業と連携をとって

調査活動を行っている(Hood,1990).同所では25

万分の1の空中磁気図で2005年までに全土をカバ

ｰする予定で調査を行っており,概査(側線間隔:

800m,飛行高度:対地300m)および精査(側線間

隔:300m,飛行高度:対地150m)の両デｰタが磁

気図の編集に利用されているが,最近の調査では

精査の仕様による高分解能空中磁気探査が実施さ

れている.編集されたデｰタはデｰタベｰス化さ

れ,オｰストラリアと同様にマップあるいはデｰタ

そのものが販売されている(第8図).

��乄

ζ'

丁

鰍

渠.

1鰯㌫､､､､､,c､

留膿鰍､､1cs

匿ヨ瓢撚O帥E

目灘､,､､､､1｡､

�〰�

第8図カナダにおける空中磁気探査の実施範囲(Teskyetaし,1993).1992年までの調査範囲.
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5｡今後の空中磁気探査

本論では,空中磁気探査の最近の話題から｢高

分解能空中磁気探査｣を中心として内外の話題を

紹介してきた.最後に私達が現在計画中の研究を

紹介したい.

前述のように,我が国の地震･火山災害軽減の

ために,私達は空中磁気探査によって当該の地下

構造調査に貢献したいと考えている.高分解能空

中磁気探査は,伏在断層の調査において,地下構

造の磁気的な性質の変化から,伏在断層(特に横

ずれ断層)の位置,規模等を検出するのに有効で

あると考えられる.地質調査所では平成9-10年に

工業技術院特別研究｢活断層等による地震発生ポ

テンシャル評価の研究一1.活断層による地震発生

ポテンシャル評価の研究｣の中で｢3.活断層の地

球物理学的研究｣と題して,近畿三角地帯の東縁

部において高分解能空中磁気探査を実施する予定

である.また重力探査を併せて実施し,既存の反

射法地震探査デｰタの解釈も加えて当該地域の地

下構造評価を行う予定である.

一方,狭小な国土の我が国には地方都市近傍あ

るいはその影響が及ぶ範囲内に活火山が位置して

いることが多い.雲仙火山の島原市は言うに及ば

ず,冨士火山の南には當士宮市等の製紙産業が盛

んな都市があり,岩手火山のごく近傍には岩手県

の県庁所在地である盛岡市がある.先の兵庫県南

部地震によって地方自治体の中には地震災害軽減

のための地下構造調査を積極的に実施している所

が多いと聞くが,関係機関には火山災害の評価も

併せて行って頂きたいと思っている.私達も火山

災害軽減に向けた火山の内部構造調査のための高

分解能空中磁気探査を将来実施したいと考えてい

る(第9図).

環大平洋地域では,フレｰト運動に起因する地

震･火山災害が居住する住民の生活を脅かしてい

る.しかし,これら災害の軽減のための対策が必要

であるにもかかわらず,関連諸国の国情により必ず

しも十分な対策が取られていない場合が多い.そ

の中で米国および日本は従来より当該の研究を実

施してきたが,1996年に｢日米地震被害軽減パｰト

ナｰシップ｣が締結され,今後は2国間の協力関係

をさらに強化し当該の研究が精力的に実施される

予定である.私達も地震･火山災害軽減のために

高分解能空中磁気探査を行っている米国地質調査

所等の機関と連携をとって共同研究を実施し,調

査技術及びデｰタ解析技術の向上を図り,当該の

地下構造調査に貢献したいと考えている.

海外での技術動向で紹介したように資源探査の

分野でも高分解能空中磁気探査が積極的に実施

されているが,国内においても金属鉱業事業団に

よりヘリコプタｰを使用した探査システムが技術導

入され実際に調査が行われると聞く(通商産業省

資源エネルギｰ庁,1997).地質調査所が試みた

ヘリコプタｰによる高分解能空中磁気探査システム

(口絵2及び3)はバｰド方式のため,事実上住宅街

上空の飛行は難しい.航空機で行われているよう

なスティンガｰ方式のヘリボｰンシステムは,航空機

蜘

探査用ヘリコプタｰ

地磁気異常■､一■＼

/＼ノ＼了

鐵

メ…衛星

第9図

火山地域における高分解能空中磁気

探査の概念図.火山地域では,飛行

高度の調整が比較的容易なヘリコプ

タｰが探査機として用いられることが

多い.火山地域における高分解能空

中磁気探査により,火山の内部構造

(埋没した古期山体,貫入岩体等)や

溶岩流(火砕物に被覆されるものも含

む)･地熱変質帯等の分布を明らかに

し,火山災害軽減のための情報を提

供することが期待される.
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に比べ飛行高度の調整が容易であるため,日本の

ような山間部が多い地域には適している.

6｡おわりに

本論では,｢高分解能空中磁気探査｣に関する内

外の話題を紹介してきた.諸外国の実状をみると,

目的は異なるものの｢高分解能空中磁気探査｣が広

く行われていることが分かる.我が国においては,

地震･火山災害等の自然災害軽減のための地下構

造調査あるいは土木建築関係において｢高分解能

空中磁気探査｣を実施する価値があると考えてい

る.しかしながら,より広範囲の方々に利用してい

ただくためには残された問題もあるので,今後はそ

の解決を図りたいと考えている.

なお,小論に関するご意見･ご質問がございまし

たら,下記までご連絡下さい.

〒305茨城県つくば市東1-1-3地質調査所

地殻物理部大熊茂雄(E-mail:okuma@gsj.gojp)

謝辞1地質調査所地質部の中野俊氏には原稿を読

んで間違いを指摘して頂きました.ここに記してお

礼申し上げます.
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